
宮代町立百間中学校だより               第１１号 令和７年３月３日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒数４１７名  〒３４５－０８２３ 埼玉県南埼玉郡宮代町宮代３－７－３８  ＴＥＬ０４８０（３２）０１４２ ＦＡＸ０４８０（３２）０１８９ 

学校教育目標 

〇進んで学習する生徒 

〇仲よく助けあう生徒 

〇心身を鍛える生徒 

 ゆずり葉 
『はじける笑顔 深い友情 感謝の百中生が集う百間中学校』 

 

「権利（表現の自由）」と「他者を尊重する心」を考える！ 

校長 栗原 利夫 

先月２月２３日（日）は、令和から新たな祝日となった「天皇誕生日」でした。日曜日の祝日 

なので、翌日２４日（月）が振替休日となり学校はお休みとなり３連休でしたね。生徒のみなさ 

んは、勉強や運動、文化、芸能、趣味等に有意義に過ごせたでしょうか。ところで、祝日は「旗 

日」とも言われ、昔は家の玄関の軒先に「日の丸の旗」を掲げる家も多くありましたが、今では 

めっきり少なくなりました。 

 さて、「天皇誕生日」ということで、私は中学校社会科の教員ですので、興味を持って、２月 

２３日（日）の特集を見ていました。その中で、以前、天皇陛下が記者会見で述べら 

れていた言葉なのですが、印象に残った言葉がありました（今年のではありません）。以下紹介し、 

表題について考えるきっかけとなれば幸いです。 
 

（陛下のお言葉） 

 「週刊誌報道やインターネットの書き込みについては、人々が自分の意見や考えを自由に表現 

できる権利は、憲法が保障する基本的人権として、誰もが尊重すべきものですし、人々が自由で 

多様な意見を述べる社会を作っていくことは大切なことと思います。その中にあって、一般論と 

なりますが、他者に対して意見を表明する際には、時に、その人の心や立場を傷つけることもあ 

るということを、常に、心にとどめておく必要があると思います。他者の置かれた状況にも想像 

力を働かせ、異なる立場にあったり、異なる考えを持つ人々にも配慮し、尊重し合える寛容な社 

会が築かれていくことを願っております。」 
 

 私は、日本の天皇陛下が、私たち日本人の生き方（現在の日本人の問題点）について細かな部 

分にまで踏み込んでお言葉を述べられていることについて、大変、重いものであると感じました。 

近年、ＩＴ社会、ＡＩ社会がますます進み、「合理性」や「権利」のみが重視される側面が、 

以前より進んでしまったと感じています。しかし、天皇陛下が「このようになってほしい」と願 

われた後半のお言葉は、かつては、日本がよく世界から称賛される日本人の国民性でもあったは 

ずです。だからこそ、日本には相手を推しはかった言葉が、たくさんあるのだと思います。「気 

配り」、「気遣い」、「推察」、「拝察」、「配慮」、「思慮」等、少し考えただけでも、すぐ 

に思い浮かんできます。 

能登半島地震でも、あるいは災害等があると、日本人は、ボランティアにたくさん参加します。

そして、その相手を思いやって行動できる日本人の国民性の素晴らしさが世界のニュースでよく 

報道されます。「権利」はもちろん守るべきものですが、天皇陛下が問題提起した部分は、実は 

「日本人の良さ」でもあったはずです。みんなで育み大切にしていきたいものです。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 令和７年度当初の予定 ～ 

４月 ７日（月） 準備登校             １５日（火） Ⅰ期時間割開始 
    ８日（火） 始業式・入学式                 ※全国学力学習状況調査（３年生のみ） 
    ９日（水） 避難訓練・新入生歓迎会      １６日（水） PTA あいさつ運動 
   １０日（木） 給食開始             １７日（木） ※全国学力学習状況調査（３年生のみ） 
   １１日（金） 学級懇談会（２,３年生）             ※につきましては、今後変更があるかもしれません。 

令和６年度生徒アンケート結果（経年変化） 

令和６年度保護者アンケート結果（経年変化） 

 日頃より、本校の教育活動に御理解・御協力を賜り
感謝申し上げます。 
 子供たちのいずれの項目も学年を追うごとに成長し
ている結果が表れ嬉しく思っております。特に３年生
が１００％を達成した４つの項目は、義務教育最後の
年として立派なことだと感じています。それぞれの進
路先でも活躍することを期待しています。一方、１,２
年生においては、課題となった項目に支援できるよう
教職員一丸となって頑張ってまいります。 
 保護者の皆様にはアンケートに御協力いただき、あ
りがとうございました。様々な悩みや不安を抱える難
しい年ごろを迎えた子供たちに、少しでも寄り添える
よう子供たちの立場に立った指導支援を、職員一同尽
力してまいります。 
 令和７年度もどうぞよろしくお願いいたします。 


